
地域での学習支援の場づくり



重層的支援体制整備での新たな地域づくり②

②外国人支援と福祉の連携プロジェクト

プロジェクト会議設置

食材支援(技能実習生・夜間中学・大人食堂)

食材支援付きなんでも相談会

アンケート調査

バザー

フットサル交流会

見守り訪問



豊中社協独自のフードバンク
困窮世帯など18000世帯に



〇継続した食材支援（社協）
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↑コロナで影響を受けている夜

間中学の学生さんを応援。生
徒には外国人の方も多く今後
も連携して支援。

＊地域共生フォーラム（全体テ
ーマ）で夜間中学が題材の映
画「学校」上映会を企画中（
1/21予定）

↑技能実習生のみなさ
んに
お届け

次回はフットサルを通
じて交流予定（12/3）



市社協と社会福祉施設連絡会が共催で
おとな食堂を開催予定

 外国人限定ではなく、コロナ
禍で困られる方やひとり親
家庭も対象。

 お弁当のテイクアウトと食材
配布を実施し、生活相談が
あればその場で市社協職員
が対応する。

 国際交流協会の協力でやさ
しい日本語版のチラシを作
成いただき、啓発も依頼。外
国人技能実習生の入国後
講習を行う研修施設である
マルインターナショナルにも
情報提供。 31



今回の孤立孤独ホットラインの相談の取り組みで
感じたこと

公的な相談機関が休む時の不安な課題

支援を目的とする相談窓口と寄り添うことを目的とする
窓口

全国ネットの社会福祉協議会の役割

話せる相手が24時間いる相談の役割

無料であること

全国の相談支援者が一緒に行う意義

→ 普段からの連携の必要性


